
 

 

 

このたびは、弊社の PRIMERGY TX150 S2 をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。本サーバを

ご使用になる上で以下の留意事項がございますので、本書をよくお読みの上ご使用願います。 

平成 16 年 12 月 

富士通株式会社 

1.  添付ドキュメント『はじめにお読みください』について 
本サーバに添付の『はじめにお読み下さい』 について変更点・訂正事項がありますので、下記のとおりに変
更させていただきます。 
 
(1) 『はじめにお読み下さい』の「11サポート&サービス」にある「●AzbyEnterprise について（無償）」の記述
内容を下記のとおりに変更いたします。 

 
  ●AzbyEnterprise について（無償） 

  最新情報を電子メールでお届けする「AzbyEnterprise メール配信サービス」をご提供しています。 
富士通パソコン情報サイト FMWORLD.NETのビジネスユーザー向け情報ページ
（http://www.fmworld.net/biz/） から入会できます。 

 
(2) 『はじめにお読み下さい』の「11サポート&サービス」にある「●修理ご依頼前に」の記述内容を下記のと
おりに変更いたします。 

 
●修理ご依頼前に 

    本サーバに異常が発生した場合は、『ユーザーズガイド 9.2 トラブルシューティング』を参照して、内容を
ご確認ください。それでも解決できない異常については、担当営業員、または担当保守員に連絡してくだ

さい。ご連絡の際は、サーバ本体の下記に貼付のラベルにて、型名および製造番号をご確認し、お伝え

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、事前に『ユーザーズガイド 9.9.2 保守員に連絡するときは』をご覧いただき、修理ご依頼前の確認
事項について、ご確認をお願いします。ご確認いただいた内容は、『環境設定シート』の「障害連絡シー

ト」を印刷し、記入しておいてください。 
 
 

(3) 『はじめにお読み下さい』の中にある「注意事項」において下記追加事項もあわせてお読みくださるようお
願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PRIMERGY TX150 S2ご使用の際の留意事項について 

CA92276-5160

アルミ電解コンデンサについて 

本装置のプリント板ユニットや、マウス、キーボードに使用しているアルミ電解コンデンサは寿命部品であり、寿命が

尽きた状態で使用し続けると、電解液の漏れや枯渇が生じ、異臭の発生や発煙の原因になる場合があります。 

目安として、通常のオフィス環境(25℃ ) で使用された場合には、保守サポート期間内(5 年) には寿命に至らないも

のと想定していますが、高温環境下での稼働等、お客様のご使用環境によっては、より短期間で寿命に至る場合が

あります。寿命を超えた部品について、交換が可能な場合は、有償にて対応させて頂きます。なお、上記はあくまで

目安であり、保守サポート期間内に故障しないことをお約束するものではありません。 



2.  添付ドキュメント『梱包物一覧』について 
本サーバに添付の『梱包物一覧』の記述内容について、下記のとおりに変更・訂正させていただきます。 
 
 訂正対象箇所： 「2 添付品が揃っていることを確認してください->ハードウェア」 
【変更前】 
□ キーボード 
□ マウス 
□ ドライブカバーキー (2個) 
【変更後】 
□ キーボード (ペディスタルタイプのみ) 
□ マウス     (ペディスタルタイプのみ) 
□ ドライブカバーキー (2個) (ペディスタルタイプのみ) 

 
 
3.  添付ドキュメント『ユーザーズガイド』について 
本サーバに添付の『ユーザーズガイド』の記述内容について、下記のとおりに変更・訂正させていただきま

す。 
 

    (1) 『ユーザーズガイド』 「第 7 章 7.5.1 内蔵ハードディスクの取り付け場所」にある記述を下記のとおり訂正
いたします。 

【変更前】 
内ハードディスクユニットは、サーバ本体内部の 3.5インチストレージベイに取り付けます。 
【変更後】 
内蔵ハードディスクユニットは、サーバ本体内部の 3.5インチストレージベイに取り付けます。 

 
(2) 『ユーザーズガイド』 「第 7 章 7.6.1 取り付け場所. 5 インチ内蔵オプション」にある記述を下記のとおり訂
正いたします。 

【変更前】 
内ハードディスクユニットは、サーバ本体内部の 3.5インチストレージベイに取り付けます。 
【変更後】 
内蔵 5インチオプションはサーバ本体内部の 5インチストレージベイに取り付けます。 

 

    (3) 『ユーザーズガイド』 「第 6 章 6.1.3 部品寿命情報」にある「POINT 定期交換部品の交換周期について」 
        の記述を下記のとおり訂正いたします. 

【変更内容】 
記述中にある”交換周期”は”メッセージ通知時期”と読み替えて頂くようお願いいたします。”メッセ

ージ通知時期”とは、本サーバの定期交換部品の交換時期になったときに、RAS 支援サービスがメ

ッセージを通知する時期のことです。 

定期交換部品は、交換時期を知らせるメッセージが通知されてから、次回定期保守時に交換するこ

とを想定しています。定期交換部品は、交換時期メッセージの通知後、約 1年間は使用可能です。

ただし UPSバッテリについての交換時期メッセージが通知された場合は、すみやかに保守サービス

窓口にご連絡ください。 
        
 
 
4.  添付マニュアル全般について 
『ユーザーズガイド』および『環境設定シート』中にあるリモートサービスボード(PG-RSB102)の記述は無視し

てお読みくださるようお願いします。 

 

 
 
 

以上 


